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花の病害虫 (12) 一一 フ リ ー ジ アーー

フ リ ー ジ アの生産状況

フ リ ー ジ ア の栽培は球根生産 と 切 り 花生産 に大別 さ れ

る 。 球根生産 は東京都八丈島 と 鹿児島県沖永良部島で行

わ れ， 年間約 6 ， 000 万球 を供給 し て い る 。 オ ラ ン ダか ら

の輸入球根 は ， 1992 年 か ら 段階的 に 隔離検疫が免除 さ

れ， こ の年 は輸入球根 520 万球中 20 品種 349 万球の 隔離

検疫が免除 さ れて い る 。

切 り 花生産数量 は 年間約 7 ， 000 万本で あ り ， 球根類で

はユ リ に 次 い で多 い。 主要切 り 花生産地 は静岡県， 千葉

県， 茨城県， 徳島県， 東京都， 佐賀県， 福岡県な どであ

り ， 作付 砂面積 は施設 83 ha， 露地 14 ha， 計 97 ha であ

り ， 約 23 億円 の 生産 を上 げて い る 。 主 な作型 は， 冷蔵促

成栽培 (10�12 月 出荷) ， 促成栽培 (l�3 月 出荷) ， 抑制栽

培 (4�7 月 出荷) で あ る 。 主要品種 は レ イ ン フ ェ ル ツ ・

ゴー ル デ ン ・ イ エ ロ ー， ア ラ ジ ン (黄) ， レ ッ ド ・ ラ イ オ

ン (赤) ， フ令ル ー ・ へ プ ン (青) ， ピ ン ク ・ グ ロ ー (桃) ， エ

レ ガ ン ス ， ア テ ネ ( 白 ) な どであ り ， 黄色系品種が切 り 花

全体の約 40% を 占 め て い る 。

フ リ ー ジ ア の病害虫の発生 と 防除

球根生産で問題 と な る 病害虫 は， モ ザイ ク 病， え そ斑

病， 菌核病， ア プラ ム シ類であ り ， 首腐病 も 生育初期 に

多発す る こ と が あ る 。 立枯病 の 発生 も 報告 さ れ て い る

が， 最近は ほ と ん ど問題に な ら な い。 切 り 花生産では，

モザイ ク 病， え そ斑病， 首腐病， 菌核病， 球根腐敗病，

ア ブラ ム シ類の発生が問題であ り ， 時 と し て 灰色かび病

や ネ ダニ の被害が発生す る 。

モ ザ イ ク 病 は イ ン ゲ ン マ メ 黄斑 モ ザ イ ク ウ イ ル ス

(BYMV) と キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス (CMV) ， え そ斑

病 は フ リ ー ジ ア ス ト リ ー ク ウ イ ル ス (FSV) に よ っ て 発

生 し ， ア ブラ ム シ伝染， 汁液伝染， 球根伝染す る 。 病徴

は花の斑入 り (BYMV) ， 葉の槌緑斑や え そ斑であ り ， 草

丈 は低下す る 。 発病株の抜 き 取 り と 生育初期の殺虫剤散

布が広 く 行わ れて い る 。

首腐病 (Pseudomonas gladioli pv. gladioli) はハ ウ ス

栽培な どで施肥量が多 く ， 初期生育がお う 盛の と き に 発

生 し や す い 。 地際部の葉輸 に 暗褐色の条斑が生 じ地上部

の生育 は 衰 え ， 激 し く 発病 す る と 株元 か ら 倒伏枯死す

る 。 ま た ， 外皮 下 の 球根 の 肌 に は ， 縁がや や盛 り 上が

り ， 中心部の凹んだ暗褐色の病斑が生 じ る 。 本病 は球恨

伝染の ほ か土壌伝染す る 。 生育初期 に ス ト マ イ 剤加用有

機銅剤の散布が行わ れて い る 。

菌核病 (Sclerotinia sp. ) は球根生産地で最 も 被害の大

き い病害であ り ， 切 り 花生産地で も ハ ウ ス 栽培な ど で連

作 を 行 う と 多発す る 。 初期病徴は茎葉の生育不良であ る

が， 株 を 引 き 抜 い て み る と ， 細根 は赤褐色~黒褐色 に腐

敗 し， け ん引根に は赤褐色の病斑が多数生 じ て い る 。 そ

の後， 地際部の葉鞘 に も 赤褐色の病斑が現れ， 外葉か ら

徐々 に枯死す る 。 枯死株の地際部 に は黒色， 直径約 150

μm の微小菌核が多数生 じ る 。 球根 に は， 輪郭の は っ き り

し な い赤褐色~暗褐色の病斑が生 じ る 。 本病は球根伝染

も す る が， 主体 は土壌伝染であ る 。 八丈島 に お い て ， フ

リ ー ジ ア栽培後 1�9 年間他作物 を 輪作 ま た は休耕 し た

畑土壌 に つ い て検討 し た 結果， 7�9 年間経過 し た 土壌で

も 90�100% の発病が認め ら れ， 病原菌 は長期間土壌中

に生存す る こ と が判明 し た 。 ま た ， 発病畑では病原菌 は

深 さ 30�40cm の土壌 中 に も 生存 し ， 地表~深 さ 20 cm

ま でに生存す る 微小菌核が病気 を起 こ す こ と を 明 ら か に

し た 。 本病の 防除 は厚 さ 20 cm 以上の客土 あ る い は 田畑

輪換が古 く か ら 行わ れて お り ， 連作畑で は ダ ゾメ ッ ト 粉

粒剤 ま た は PCNB 剤 に よ る 土壌消毒が行わ れ て い る 。

球根は他病害の防除 を兼ね て ， べ ノ ミ ル剤で消毒 し て い

る 。 な お ， 病原菌の種 の 同 定 を 試 み た 結果 は， 麦粒培養 に

よ り 子座状の菌核 は形成 さ れ た が， 完全世代の形成 は不

成功であ っ た 。 し か し ， 不完全世代の形態 は グ ラ ジ オ ラ ス

菌核病菌 と 同一であ り ， 相互接種 も 陽性であ る こ と か ら ，

本病原菌 を Stromatinia gladioli (DRA YTON) WIIETZEL と

扱 っ て差 し 支 え な い と 考 え て い る 。

灰色か ぴ病 (Botrytis cinerea) は主 と し て ハ ウ ス の切

り 花栽培で低温多湿時に花弁 と 花梗 に発生 し， 球根腐敗

病 (Fusar初m OXy.司þorum f. sp . gladioli) は球根の貯蔵中

に発生す る こ と があ る 。 害虫で は ウ イ ル ス を媒介す る ア

ブラ ム シ類が最 も 重要であ り ， 他の球根類の栽培跡地で

は ネ ダニ の加害 に よ り 球根が腐敗 し， 立枯れ を起 こ す こ

と があ る 。 (東京都農業試験場 飯嶋 勉)
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